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実施概要 

事業所名     横浜市南浅間保育園 

報告書作成日 2008 年 3 月 7 日 評価に要した期間 約 7ヶ月間 

評価機関 特定非営利活動法人 市民セクターよこはま 

■評価方法 

1、自己評価 

実施期間： 

07 年 8 月～07 年 11 月 30 日 

※昨年度から、第三者評価の判断基準についての勉強会を実施。 

① 会議等に時間を設定し、園長が全職員（職員、嘱託、アルバイト）

に第三者評価の趣旨や各項目について説明を行った。 

② その後、全職員が各自で時間を取り自己評価票を記入した。 

③ 記入した自己評価票を一旦全て集計。その後、各職員で 3～4項目ず

つを分担し、担当部分の自己評価についての考察や、工夫事例の追

加を実施した。 

④ 再度集計し、職員ミーティングの時間の中で勉強会を実施し、1項

目ずつ内容について意見を出し合い、合意を図り、園として一つの

自己評価票として取りまとめた。 

2、利用者家族アンケート調査 

実施期間： 

07 年 11 月 1 日～11 月 15 日 

① 全園児の保護者（88 家族）に対して保育園から手渡し。 

② 各保護者より、同封の返送用封筒にて、評価機関宛に無記名で返送。

3、訪問実地調査 

実施日： 

第 1日：08年 1月16日 

  第 2 日：08 年 1月 18 日 

[第 1 日] 

① 午前：各クラスにて保育観察。幼児クラスは近隣の民間保育園と合

同リズムの時間も観察。 

② 昼食：2、3、4歳児クラスで園児と一緒に頂く。 

③ 午後：書類調査の後、育児支援センター担当保育士、看護師に個別

に面接調査。その後、園長と主任に面接調査。 

夕方の職員ミーティングを見学、降園の様子を観察。 

[第 2 日] 

① 午前：朝の登園の様子を観察後、各クラスにて保育観察、5歳児ク
ラスの公園への散歩同行と書類調査。 

② 昼食：3、5歳児クラスで園児と一緒に頂く。 
③ 午後：0～5歳児クラスの各担任、調理員 2名、福祉員に、個別に 

面接調査。その後、園長・主任に面接調査。 

最後に意見交換を行い、終了。 

4、利用者本人調査 

実施日： 

第 1 日：08 年 1 月 16 日 

     第 2 日：08 年 1 月 18 日 

 

① 観察調査は、調査員が各クラスに分かれて実施し、公園への散歩に

も同行した。4、5歳児の子どもを中心に、観察調査や昼食で同席し

会話した中で、聞き取りも適宜実施した。 
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総合評価（評価結果についての講評） 

 

【施設の概要】  

横浜市南浅間保育園は、相鉄線「西横浜」駅から 3 分のところにあります。園の隣には帷子川が流れ、広

い園庭には実のなる樹木が植えられ多くの鳥が訪れ、都市部とは思えない静かな環境となっています。 

当園は 1982年（昭和 57年）に横浜市によって開設されました。園舎は南向きの鉄筋2階建てで、2階の乳

児室には広いテラスがあり、1階の幼児室も広い園庭に向かって開放的な明るい作りとなっています。また玄

関や保育室内は手作り遊具や観葉植物等で飾られ、子どもたちにとって快適な環境づくりに心がけている様

子がみられます。定員は 92 名、0 歳児から 5 歳児まで年齢別の 6 クラス編成で、開園時間は、平日は午前 7

時～午後7時、土曜日は午前7時 30分～午後3時 15分です。 

西区では唯一の公立認可保育園であり、1998 年（平成 10年）からは、育児支援センター園として、担当保

育士が勤務し、園庭開放・交流保育・育児講座・育児相談等を実施しています。 

基本理念は、「子どもの伸びる力を信じ、必要な援助を心をこめて行う」「あたたかい家庭的な雰囲気の

中で、子どもが心身ともに安定した状態で過ごせるように十分な遊びを豊かに提供していく」「意欲的に日々

生きて行けるように細やかな援助を行う」となっています。この理念を基に、園目標として「友だちといっ

ぱい遊ぶ子ども」「いきいきと活動する子ども」「感性の豊かな子ども」「互いに思いあえるやさしい子ど

も」をあげています。 

 
◆ 高く評価できる点 

1、元気に伸びやかに園生活を送る子どもたち 

広い園庭やテラス、園の隣の公園などを使って、子どもたちは鬼ごっこ・縄跳び・ドッジボール・木登り、

週に1回は散歩に出かけ、観察日にも、5歳児が凧揚げで公園中を走り回り、さらにリレーで周囲を一周する

など、服の汚れも気にせず、体をいっぱいに動かして遊んでいます。 

室内にも、乳児クラスの牛乳パックで作られた階段型遊具やいす、幼児クラスの巧技台などの運動具があ

るほか、自由に取り出せるおもちゃや道具を使って、子どもたちは好きな遊びを友達と一緒に楽しんだり、

自由な発想で制作をしたり、一人で絵を描いたり、絵本を読んだり、のびのびと過ごし、心身ともにしっか

りと育っています。 

一方、幼児クラスのリズムあそびなど一斉活動や生活上の着替えや食事、5歳児の肥料作りのための野菜刻

み、食前の配膳、また月1回の公園の清掃など、地域の人たちとも交流しながらてきぱきとよく動き、役目

もしっかり果たして、多くのことを身につけています。 

どの年齢の子どもも集中力があり、人形劇や紙芝居、絵本を読んでもらうときなどは、真剣に見聞きして

います。また、受け身で聞くだけでなく、話の内容に応じた保育士とのやりとりからは、豊かな感性が育っ

ていることが感じられます。 

家庭的な雰囲気の中で子どもたちは、保育士を信頼し、甘えたり、頼ったりしながら、障がいのある子ど

もも障がいのない子どもも、自然な形で関わり合い、穏やかに園生活を楽しんでいます。 

 

2、職員の優れた連携と前向きな保育姿勢 

各職員は園の年間目標に合わせてサービスの工夫・改善の提案をし、個々に出した工夫や提案に対して、

園長だけでなく職員間で共有し、お互いの目標達成のために協力し合い、全員で検討し改善のための努力を

しています。 

例えば、配慮を要する子どもたちの保育については、個別活動のための独自のカリキュラムを作り、関係

する保育士全員で内容を検討し、試行を重ねながら取り組んでいます。カリキュラムの内容は、少人数のグ
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ループで、概念形成に関わること・体を動かすこと・細かい手先のことなどを基本に実施されています。わ

らべ歌などを子どものペースにあわせて一対一で行ったり、その日の当番の子どもに絵本を選ばせたり、要

望を伝えにくい子どもの思いを丁寧に受け止めています。この時間はどの子どもも大好きで、落ち着いた環

境で、一人ひとりのペースでゆっくり分かりやすい活動を行うことで、理解し、自信をつけていくことがで

き、大人数での集団活動と平行して行うことで有意義な取り組みとなっています。 

さらに、この個別活動の様子を職員同士で共有し、日常の保育での対応の仕方にも反映しています。そし

て、一緒にいる子どもたちにとっては、保育士が関わる姿を身近に見ることで、自然な形で支え合うことが

身についています。 

また、各クラスとも、子どもの発達の状態や年齢にあわせた絵本やおもちゃの選び方、コーナーの作り方

になっています。季節や状況に応じてコーナーの使い方や、絵本やおもちゃの配置替えも随時行い、充分吟

味され検討されている様子がうかがわれます。手遊びやみんなで歌う歌と、絵本や紙芝居が関連性のある組

み合わせになっていることなども、職員が連携して工夫していることの現れと思われます。 

他にも、保育士の進める食育にあわせて子どもたちが調理に参加する機会を設けたり、看護師が子どもた

ちに箸の持ち方について時間をかけ丁寧に指導したりするなど、職域を超えて共に子どもの気持ちを受け止

め、自らの育ちを支える姿勢が見られ、連携の取れた職員集団と感じられました。 

 

3．地域資源を活用した育児支援 

育児支援センター園としての取り組みに加えて、多彩で先駆的な事業に職員も意欲的に取り組み、充実し

た地域支援プログラムを提供しています。育児講座は年7回程、わらべ歌やリトミック、おもちゃ作りなど

を実施し、看護講座では看護師が講師となって「子どもの健康管理・熱が出たとき・下痢や嘔吐があるとき」

などの具体的なテーマ・内容で話しています。 

地域との連携、関係機関や施設との関係も密に行われ、西区・保土ヶ谷区合同での育児講座、地域ケアプ

ラザと共催の親子向けリズム講座等の実施、近隣の保育園や小学校との定期的な交流などを行っています。 

また、絵本の読み聞かせのボランティアやお話し会のサークルの協力を得て「カンガルークラブ」という

未就園児の集いの場を設けています。地域の人たちが気軽に絵本を楽しめるようにと19年度から始めた「カ

ンガルー文庫」では、特別室を使って絵本の閲覧と本の貸し出し、お話し会などを行い、「ねぇ聞いて」と

名付けたポストで利用者からの声を集め、育児支援プログラムの改善につなげています。 

さらに、資源循環活動の一環として「ハッピーハートリサイクル」（給食室から出る生ごみをEM菌を使っ

て土にし、栽培に使い、収穫する）と名づけた活動を行っています。地域の人たちと野菜の栽培や収穫を一

緒に行い、収穫祭を開催した折には、130人もの人達が参加しました。また、隣接した公園の清掃に子どもた

ちも参加した事がきっかけとなり、公園を管理している土木事務所等との関係もでき、公園内の花壇の栽培

も子どもたちが行うなど、近隣との友好的な関係を築いています。 

 

◆ 今後の成果が期待される点  

保護者の意見・要望を細やかに受け止める姿勢 

今回の第三者評価の家族アンケートから、必要事項の伝達や保護者への対応の仕方が保育士により異なる

ことや、職員の定期的な転勤での今後の変化や、午前・午後・夕方の勤務体制による引き継ぎを確実にして

ほしい、など複数の保護者が不安を感じていることがうかがわれます。 

こういったことに関して、既に園に届いていた苦情を重要な課題として取り上げ、職員が一丸となり、真

摯な姿勢で保護者の要望を理解し応えようと努めている段階です。職員一人ひとりが自らの事と謙虚に受け

止め、職員全員でその経緯や背景について話し合い、園としての姿勢を見直しました。保護者からの意見を

きっかけに、常に均一な保育内容を提供するための仕組み作りに向けて努力する姿勢は、高く評価できます。 

今後も継続して、保護者が率直に意見を出しやすい風土を醸成し、園と保護者が連携して理念の実現を目

指していくことが期待されます。 
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評価領域ごとの特記事項 

 

1、 人権の尊重 
 保育理念「子どもの伸びようとする力を信じ、必要な援助を心をこめて行う」に基づき、子どもの自
主性や主体性が育ち、発揮できているか、子どもの成長する様子を担当保育士だけでなく職員会議の

中で確認し、子どもの思いを受け止めて保育に反映させています。 

 保育室はコーナーづくりに工夫を凝らし、友だちや保育士から離れて一人で過ごしたり、遊んだりで
きる場所があります。また、必要によって玄関、特別室、事務室など子どもと一対一で話す場も豊富

にあります。 

 虐待が疑われるような場合には、民生委員・児童委員、児童相談所、病院、学校、区福祉保健センタ
ー等関係機関との連携があり、虐待の報告用紙やチェックリスト、連絡先等はファイルにまとめてあ

ります。職員は、研修に参加するほか、職員会議で虐待の定義を読み合わせ共有しています。家庭支

援が必要と思われる場合には、注意深く見守り、保護者にはできるだけ声をかけて信頼関係を築き、

虐待の予防に努めています。 

 

2、 意向の尊重と自立生活への支援に向けたサービス提供 
 自由遊びの中での援助や言葉のかけ方のポイントが、年齢ごとのデイリープログラムに書かれていま
す。保育士は、自由遊びの中に一緒に入って、子どもがやりたいことを援助したり、遊びを楽しく続

けるように援助したりしています。子どもたちは、けんかになった時や、できないことにぶつかった

場合は、自分で保育士に支援を求めることができます。 

 年度の後半には、定期的に幼児が自由にクラスを行き来して遊べる「オープンクラス」を実施し、他
のクラスのおもちゃで遊ぶことから始め、徐々に異年齢の子どもと交流できる機会を作っています。 

 幼児クラスでは、制作のコーナーがあり、子どもたちは年齢に応じて自由な発想でいろいろなものを
作っています。乳児クラスでも、子どもたちの自由遊びから保育士がどんどん話を発展させて遊びに

つなげながら、子どもたちの動作や仕草から子どもの思いを受け止めています。 

 年長クラスは、毎月 1のつく日に、隣接した公園の清掃を自治会の人たちとともに行ったり、花壇の
手入れをしたりして地域の人たちと交流し、子どもの生活の充実が図られています。 

 

3、 サービスマネジメントシステムの確立 
 保育計画は、文章で記載したものを入所説明会で全保護者に配布し、説明しています。さらに年度当
初の懇談会で年齢に合った具体的な内容を説明し、カリキュラムの変更があった場合は、主任が懇談

会の時などに保護者に説明しています。 

 理解できる子どもには、必要なことをきちんと説明し、納得できることを大切にしています。例えば、
当番活動は最初から順番を決めて仕事を割り振るのでなく、自発的なお手伝い活動から始めて、当番

の意味を理解できるように支援しています。 

 言葉がまだ自由に使えない乳児クラスは、乳児会議にケース会議を取り入れ、職員間で子どもの日常
の様子を共有し、子どもの意思を汲み取るために話し合っています。 

 苦情や要望があった際は、できるだけ迅速に対応し、会議やミーティングで内容や対応について報告
し、全体に周知し、改善できるように取り組んでいます。 

 衛生管理等のマニュアルは、年度末に職員会議で見直しをしています。清掃の仕方や消毒の仕方は場
所ごとに掲示し、設備の清潔を保ち、小さなケガも毎日のミーティングで報告し、同時に再発防止の

改善策を職員同士で話し合っています。 

 

※ かながわ福祉サービス第三者評価

推進機構が定めた「評価領域」に

則って、記載しています。 
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4、 地域との交流・連携 
 西区内で唯一の公立園であり、また、育児支援センター園となっています。地域の子育て支援や地域
との連携、関係機関・施設との関係も密で、多彩で先駆的な事業に職員が意欲的に取り組んでいます。 

 育児相談・園庭開放は月～金曜日の毎日行っています。園庭開放や交流保育、ランチ交流の中で多く
の相談を受けています。 

 近隣の保育園と一緒にリズムあそびを行ったり、ドッジボールを行ったりして、交流を図っています。 
 年長クラスは、毎月 1のつく日に、隣接した公園の清掃を自治会の人たちとともに行っています。 

 

5、 運営上の透明性の確保と継続性 
 事業運営に影響のある情報は、国や社会の動向に関する研修や、横浜市のビジョン、関係機関のニュ
ースなどで、的確に掴むように努めています。 

 重要な情報は職員会議で話し合い、職員間で共有する仕組みができています。また、運営面での重要
な改善課題については、職員に周知すると共に、職員からの意見や状況を把握して全体の取り組みと

しています。 

 重要な意思決定や変更事項にあたっては、園長は、保護者や職員に事前に説明し、意見を取り入れる
ように努め、目的・決定（変更）理由・経過等を十分に説明しています。 

 

6、 職員の資質向上の促進 
 毎年行う人事考課では、園長が一方的に評価するのでなく、職員自身が個々のスキルの問題として、
園の年間目標に合わせて振り返りを行い、それをもとにサービスの工夫・改善への提案をしています。

さらに個人目標の一覧表を作って職員間で共有し、お互いに目標達成のために連携しあっています。 

 主任は、客観的な視点から保育の様子や状況を見て、個々の職員の能力や経験にあわせ、相手を尊重
した言い方などに配慮して助言を行っています。 

 職員のやりがいや満足度を高めるために、園内では年 3回程度、個別ヒアリングと、必要に応じて職
員と園長の面談を行っています。また、横浜市としても、毎年、職員満足度調査を実施し、職員の満

足度・要望などを把握しています。 

 実習生の受け入れにあたっては、園長か主任がオリエンテーションを行い、実習目的に応じたプログ
ラムについては、担任と実習生が具体的な打合せを行って効果的な実習となるようにしています。 



 6

分類別評価結果 

 
 
 
 
 
 

 

 

評価領域Ⅰ 利用者（子ども）本人の尊重 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

 

Ⅰ－１ 保育方針の共通理解

と保育計画等の作成 

 

・保育の理念に、「子どもの伸びようとする力を信じ、必要な援助を心

をこめて行う」、基本方針に、「子どもの発達や実情を把握し、個人差

や環境差に配慮した保育をする」とそれぞれに取り上げ、どちらも利

用者本人を尊重したものとなっています。 

・保育計画は、職員会議で検討し、地域の実態や保護者の状況などを

考慮し、全職員の意見を取り入れて作成しています。作成した保育

計画は、入所説明会で配布・説明し、年度初めの懇談会では、さら

に年齢にあった具体的な保育内容を説明しています。 

・指導計画については、カリキュラム会議で子どもの日常の様子を共有

し、子どもの自主性や主体性が育ち発揮されているかを確認し、子ど

もの意見・意思を受け止めて、柔軟に指導計画を見直し、子どもの思

いを反映させています。 

 

Ⅰ－２ 子どもの発達や状況

に応じた適切な援助の実施 

 

 

・ 入園前の子どもの状況は、保護者から児童票に記入してもらうほか、

面接時の記録の中で必要な事柄は、経過記録に記入し、日々の保育に

活かしています。 

・ 0、1 歳児の新入園児に対しては、進級の 1歳児を持ち上がりの保育

士が担当し、新入園児は別の保育士が主に担当しますが、日常の保育

についてはクラス担任全員が関わっています。0歳児の食事支援につ

いて、入園当初は、保育士 2人に看護師も加わり 3人がそれぞれ 2

人の子どもを担当しています。 

・ 子どもの発達や状況に応じて指導計画の作成・評価・見直しを行い、

年間指導計画や前月の目標に対する反省を基に、月ごとの目標を立て

ています。 

・ 指導計画の評価・改訂には、保護者の意向を反映させ、その中で全体

に関わる事柄に関しては、保護者会や園長通信「笑顔」に取り上げ報

告しています。 

※ 横浜市評価基準を使用しています。評価基準の詳細については、横浜市健康福祉局「福祉サービス第三

者評価」のホームページ http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/hyouka/index.html を参照して下さい。
※     ←「ひょう太」の数の意味は以下の通りです。 

 3つ：高い水準にある 2つ：一定の水準にある 1つ：改善すべき点がある 
※ 評価分類の結果は、各分類を構成する 1～6つの項目の評価結果で決まります。「ひょう太」が 1つしか
つかない項目が 1つでもあると、その項目の属する評価分類の結果は「ひょう太」1つとなります。 
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Ⅰ－３ 快適な施設環境の確

保 

 

・ 建物は全室南向きで、全面開口という採光を意識した設計になってい

ます。また、季節によって、遊びのコーナーに陽光を取り入れるよう

にレイアウトを変えるなどの工夫をしています。 

・掃除の手順表に従って清掃作業を分担して行い、保育園の屋内・外と

も、常に清潔に保っています。 

・ 室内外に温水シャワーの設備があり、設備は常に清潔に保つよう管理

しています。 

・ 異年齢交流のできる場として、玄関のスペースに絵本コーナーを設置

したり、ホールを利用して幼児クラス合同のリズム運動をしたりして

います。その他にも、6月頃から月に 1度、1週間、幼児が自由にク

ラスを行き来して遊べる「オープンクラス」など、異年齢の子どもと

触れあう機会があります。 

 

Ⅰ－４ 一人ひとりの子ども

に個別に対応する努力 

 

・ 0～2 歳児の乳児については、指導計画が画一的にならないように個

別指導計画を作成しています。幼児についても、特別な課題がある場

合には、個別指導計画の作成や、月間カリキュラムの中で配慮する内

容を確認し、個別日誌に記録するなど、一人ひとりの状況に応じて保

育目標を設定しています。 

・ 子どもや家庭の個別の状況・要望は児童票と経過記録の中に記録し、

子ども一人ひとりの成長発達の様子は、保育経過記録と個人日誌に記

録しています。 

・ 個別指導計画の作成・見直しにおいては、個別指導活動など、保護者

に説明し同意を得て、園と家庭で共通の理解や認識をもつように努め

ています。 

 

Ⅰ－５ 保育上、特に配慮を要

する子どもへの取り組み 

 

 

・ 配慮を要する子どもの保育についての最新情報は研修や関係書籍等

で得て、職員会議で研修報告をしたり、資料を回覧したりして職員間

で学習し、保育に活かしています。また、時間外福祉員も子どもに対

する共通認識を持つように日中の保育に入って研修しています。 

・ 配慮を要する子どもたちには、小集団や 1対 1の対応で力が出せるよ

うに個別活動のプログラムを作成し、自由遊びや昼食後の時間帯に実

施しています。活動の内容については職員間で話し合い、資料を作り

情報を共有し、また、子どもの様子をクラス担任に伝えることで日常

の保育にも役立てています。 

・ 食物アレルギーの対応については、保護者と担任・調理員・看護師・

園長とで面談を行い、除去食材などを確認し、毎月、調理員が個別に

献立表を作成し、除去食・代替食を提供しています。 

・ 外国につながる子どもで、日本語による意思疎通が困難な場合には、

必要に応じて同郷の保護者の協力を得たり、横浜市国際交流協会の通

訳ボランティアを利用したり、保土ヶ谷区国際交流コーナーを通して

国際交流関係団体等を利用したりする用意があります。ただし現在、

対象者は在籍していません。 
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Ⅰ－６ 苦情解決体制 

 

 

 

・ 苦情解決第三者委員制度の説明や、委員の連絡先の掲示、園長通信の

｢笑顔｣にて意見箱の活用を呼びかけるなど進んで保護者の要望や苦

情を受け止めるようにしています。 

・ 苦情や要望があった際は、できるだけ迅速に対応し、会議やミーティ

ングで、内容や対応について報告し、全体に周知し、改善できるよう

に取り組んでいます。園単独で解決困難な場合には、かながわ福祉サ

ービス適正化委員会など、外部の権利擁護機関や相談機関との連携体

制があります。 
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評価領域Ⅱ サービスの実施内容 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

Ⅱ－１ 保育内容[遊び]  
 

 

・ どのクラスでも、年齢にふさわしいおもちゃや絵本を選び、子どもた

ちが自由に取り出せるように配置しています。また、年齢ごとに工夫

されたコーナーがあります。 

・ 子どもたちはそれぞれ好きな遊びを見つけて遊んでいます。ままごと

やマニキュア屋ごっこ、廃材を使った制作、カプラ、ブロックを合体

させてのごっこ遊び、新聞紙での鉄砲作り、一人で絵本に集中してい

る子どももいます。外遊びでも、ままごとやお店屋さんごっこ、羽根

つき、コマ回しなどを数人でやったり、一人でタイヤをお風呂に見立

てて入ったりして、楽しんでいます。 

・ クラスごとにプランターや畑できゅうり、ピーマン、ミニトマト、枝

豆、なす、トマト、サツマイモなどを栽培し収穫しています。給食室

から出る野菜くずを 5歳児が刻んで EM ポットに入れて肥料を作り、

土作りから子どもたちが関わっています。 

・ 1 歳児が自由遊びの時間に自由に絵を描きながら、どんどん発想を広

げて楽しむ姿が見られました。 

また、リズムあそびの時間に、幼児クラスの子どもたちはいろいろな

表現を楽しんで行っていました。 

・ 年長クラスには制作コーナーがあり、子どもたちはお菓子やおみくじ

など自由な発想でいろいろなものを作っていました。 

・ 乳児クラスの子どもたちは、保育士の読む絵本や歌遊びに従って一緒

に応えたり歌ったりして、楽しんでいます。幼児クラスでも、保育士

の呼びかけや質問に子どもたちが生き生きと答え、自分の気持ちを表

現していました。 

・ 異年齢の子ども同士の関わりは、週 1回の幼児クラスのリズムあそび

や、毎月末の 1週間はオープンクラスにして朝の自由時間は行き来を

自由にするなどの機会があります。また、園庭やテラスでの自由遊び

の時間や散歩の時間も異年齢で自然に関われる機会となっています。

・ 乳児クラスでは、保育士は子どもの気持ちを察してやりたいことを援

助し、幼児クラスでは、子どもができないことを保育士に頼んだり、

保育士の呼びかけにもしっかり応えるなど、保育士と子どもたちの間

には強い信頼関係が築かれています。 

・ 運動遊びとしては、園庭やテラス、公園を使って遊ぶことが多く、散

歩には週 1回程度出かけています。園庭では鬼ごっこ、縄跳び、ドッ

ジボールなどを行っています。年齢によって階段、巧技台、鉄棒、跳

び箱などを使い、調査の日は年長クラスが隣の公園で凧揚げをして走

り回り、さらに公園一周のリレーをしていて、園で培った強い体力を

見せられました。 

・ 子どもの体調がすぐれないときは室内で静かに遊ぶように配慮して

います。また、長距離を歩けない子どもには、散歩時に避難車を使う

などの工夫をしています。 
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Ⅱ－１ 保育内容[生活] 

 

 

・ 食育にも力を入れていて、姿勢よくきちんと噛んで食べること、スプ

ーンや箸の持ち方なども含めて、食べることを大事にしています。 

・ 食事中、保育士や調理員が乳児には「かみかみ」「ちゃんと食べてえ

らいねー」「野菜を食べよう」などと声をかけ、幼児には入っている

野菜を説明したり、八宝菜に入っている野菜をクイズにしたりして、

子どもたちが食事に関心を持つようにしています。 

・ 幼児クラスには、毎日の献立を分かりやすく書いた「ぱくぱくだより」

を掲示しています。 

・ 食材の安全性に配慮して、国産の野菜や果物（バナナを除く）を使い、

野菜は必ず熱処理をすることになっています。 

・ 子どもの食器は陶磁器を使い、年齢によってお皿の大きさを変えてい

ます。食事に特に配慮の必要な子どもには、角皿や滑り止めマットを

使うなど配慮しています。 

・ スプーン、フォーク、箸への移行は、一人ひとりの子どもの発達に合

わせて進めています。箸の持ち方については、特に 5歳児数人ずつが

事務室にきて、豆を挟むなどの練習をし、看護師が指導しています。

・ 給食の好き嫌いについては、調理員が保育士から聞いたり、子どもた

ちの食べる様子を見たり、残食量から把握したりしています。 

・ 保護者には、園だよりに食育コラムを設けて、噛むことの大事さを伝

えたり、懇談会で食育の話をして、試食の機会を設けたりしています。

今年度は胚芽米と天然だしの味噌汁を提供し、入園説明会では、離乳

食の初期・中期・後期の時期に合わせたおかゆの作り方を説明する機

会を設けました。 

・ 平成 19 年 12 月に保護者から食育のアンケートをとって、家庭での食

に関する関心や取り組みなどを把握しています。 

・ 午睡時、保育士は子どもの入眠の癖を把握して、とんとんする、頭を

なでる、足をさするなどして一人ひとりに接しています。 

・ 排泄については、園庭に出る前や食事の前には全員をトイレに誘って

いますが、遊んでいる間にも個人的に誘ってトイレに行かせるなど、

個人差に配慮しています。 

・ トイレットトレーニングについては、2歳でも月齢差や個人差がある

ことに配慮し、排泄間隔が長くなったらトイレに座らせたり、日中だ

けおむつをはずすなど、家庭とも連絡をとりながら進めています。 

 

Ⅱ－２ 健康管理・衛生管理・

安全管理 [健康管理] 

 

・ 健康管理マニュアルがあり、看護師が子どもの健康について把握して

います。 

・ 看護師が、頭じらみやノロウィルスの情報など健康に関する掲示を行

ったり、子どもたちに手洗い･うがいなど健康に関する指導を行って

います。 

・ 自ら苦痛を伝えられない子どもや虚弱児等健康に不安のある子ども

には、定期的に検温と体調の観察を行っています。 

・ 園で子どもの健康状態が変わった場合は朝、昼、夕の福祉員も含めて

引き継ぎノートを使って引継ぎ、保護者に確実に伝えるようにしてい

ます。 

・ 年 2回の健康診断、年 1回の歯科健診を行い、その結果を健康台帳、
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歯科健診台帳に記録し、保護者にも知らせています。他に、全員のぎ

ょう虫検査、3・4歳児の尿検査・4歳児の視聴覚検査も行っています。

・ 毎年の歯科健診の際、4歳児は歯科衛生士によるブラッシング指導を

受けています。 

・ 保育中に感染症が発生した場合は、看護師が各クラスに知らせたり、

ミーティングで職員に周知し、保護者にも知らせて、お迎えを頼んで

います。また、園内に速やかに掲示して他の保護者にも周知していま

す。 

・ 入園時のしおりの中に、健康についての項目があり、登園停止基準や

乳幼児がかかりやすい主な感染症について、また、保育中に下痢や発

熱等の症状が出た場合の対応について明記しています。また、入園時

に口頭でも説明し保護者に周知しています。 

 

Ⅱ－２ 健康管理・衛生管理・

安全管理 [衛生管理] 

 

・ 衛生管理マニュアルがあり、毎年、年度末に全職員が参加する職員

会議で見直し、新しいマニュアルと差し替えることになっています。

・ 場所ごとに清掃の仕方や消毒の仕方を掲示し、園内外とも清潔に保

たれています。 

・ 感染を防ぐために汚物処理セットを常時トイレに準備し、処理後の

手洗い、消毒も徹底しています。 

 

 

Ⅱ－２ 健康管理・衛生管理・

安全管理 [安全管理] 

 

 

・ 大地震に伴う事故のほか、火災、川の氾濫、不審者侵入等の様々な

場合を想定した安全管理マニュアルがあり、全職員に周知し、それ

らに対応した訓練を毎月実施しています。 

・ 地震に備えて、家具転倒防止マットやつっぱり棒、ロッカーのジョ

イントを使っています。 

・ 毎日の安全点検のほかに、月 2回の当番によるより広範囲な点検を

行い、結果を点検表に記録し、修繕が必要な場合は園長･主任に知ら

せ、ミーティングで周知し、対処するようにしています。 

・ 子どもがケガをした場合は保護者に連絡をし、必要な場合は、保護

者の了解を得て病院に連れて行きます。担任は事故報告書に記録し、

看護師は看護日誌に記録をしています。 

・ 毎日のミーティングで小さなケガも報告し、同時に再発防止の改善

策をみんなで話し合っています。 

・ 不審者侵入の防止対策として専門の警備会社と契約してシステムを

導入し、緊急通報体制を整え、門には電子錠を使っています。 
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Ⅱ－３ 人権の尊重 

 

 

・ 職員会議の中で言葉遣いについての研修を行って、意見を出し合い

ました。笑顔で、共感する、子どもの自尊心を傷つけない、呼び捨

てにしない、語調はゆっくりわかりやすく、時にはやさしく時には

厳しく、などまとめて廊下に掲示して常に確認しあっています。 

・ 保育士は、子どもたちの気持ちを受け入れながら、穏やかに分かり

やすく話しています。 

・ 子どもが友達や保育士を意識せずに過ごしたり、必要によってプラ

イバシーを守ることができる場としては、保育室内のコーナー・玄

関・特別室・事務室など、豊富にあります。 

・ 守秘義務の意義や目的は、職員会議の際や必要に応じて確認し、ボ

ランティアや実習生にも周知しています。 

・ 個人情報の取り扱いについては、チェック表があり、全職員に配布

してあるファイルに綴じて周知しています。 

・ 会議録や名簿等の個人情報の含まれる書類は鍵のかかる書庫に保管

しています。 

・ 職員は職員会議で虐待の定義の読み合わせをし、研修にも出て学ん

でいます。 

・ 中央児童相談所や、区内の民生・児童委員、病院、学校、福祉保健

センター等、関係機関との連携が取れていて、虐待があった場合や

疑われるような場合には連絡できる体制があります。 

・ 支援の必要な家庭は、注意深く見守り、声をかけて信頼関係を築く

ようにして、虐待の予防に配慮をしています。 

・ 保護者にも、虐待防止のポスターを掲示したり、お便り等を通じて、

何が虐待にあたるのかを具体的に伝え、子どもの人権についての理

解が進むように努めています。 

・ 子どもたちの遊びや持ち物、順番やグループ分けでも、性別による

区別をしていません。また、毎年、男女共同参画について職員間で

話しあっています。 
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Ⅱ－４ 保護者との交流・連携 

 
 

・ 玄関に保育理念を掲示し、保護者には入園説明会や懇談会で保育方

針を説明しています。 

・ 食育など重点的に実施していることについて、保護者にアンケート

を実施して、保護者の意向を把握しています。 

・ 園だより、園長通信、クラスだよりなどに、園の方針に沿った話や、

方針を具体化したクラス目標について載せ、子どもたちの様子も知

らせています。 

・ 子どもの送迎時にできるだけ保護者と会話をするように心がけ、連

絡ノートやクラスノート、写真等で子どもたちの様子を伝えるよう

にしています。 

・ 個人面談を年 1回、クラス懇談会を年 2回実施して、保護者と子ど

もたちの様子を情報交換しています。 

・ 保護者からの相談を受けた職員は園長や主任に報告し、相談内容に

ついては守秘義務を守り、記録して継続してフォローできるように

しています。 

・ 保育参観はいつでもできることを保護者に伝えています。保護者が

保育参加や懇談会に出席しやすいように複数の候補日を設けたり、

兄弟姉妹がいても参加できるよう配慮するなどしています。保育参

加や懇談会に出席できなかった保護者には、レジメや懇談会記録を

渡してフォローしています。 

・ 父母の会は活発で、総会には 50 人程が出席し、園長も出席していま

す。 

・ 父母の会は年度により、人形劇・音楽会の開催、小屋のペンキ塗り

や修理などをして園に協力的です。父母の会から網戸設置の要望が

あり、園では今年度 2階に網戸を設置し、今後 1階にも設置する予

定です。 
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評価領域Ⅲ 地域支援機能 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

 

Ⅲ－１ 地域のニーズに応じ

た子育て支援サービスの提供 

 

 

 

 

・ 西区内で唯一の公立園であり、また、育児支援センター園となって

います。地域の子育て支援や地域との連携、関係機関・施設との関

係も密で、多彩で先駆的な事業に意欲的に取り組んでいます。 

・ 地域での子育てを支援するために、月～金曜日の園庭開放・育児相

談、月 3回の交流保育や月 2回のランチ交流、育児講座、看護講座

を実施しています。育児講座は年約 7回、わらべ歌やリトミック、

おもちゃ作りなどを行っています。看護講座では看護師が「子ども

の健康管理」「熱が出たとき」「下痢や嘔吐があるとき」など具体

的な内容で話をしています。 

・ 資源循環活動にも力を入れ、「ハッピーハートリサイクル」（給食

室から出る生ごみを EM 菌を使って土にし、栽培に使い、収穫する）

と名づけて地域にお知らせをし、収穫祭には 130 人の参加があり、

関心を呼びました。 

・ 平成 19 年度から始めた「カンガルー文庫」では、特別室を使って絵

本の閲覧、貸し出しとともにお話し会を催しています。月 30 冊くら

いの貸し出しがあります。 

・ 訪問調査の日には、0歳児の親子連れが 4組、園庭開放に参加し、2

階のテラスで園児に加わり、1歳児の子どもの様子を見て感心して

いました。傍で、園長が子どもの成長や、園と家庭での子どもの様

子の違いについてなどを分かりやすく話して、参加した母親も納得

している様子でした。 

 

 

Ⅲ－２ 保育園の専門性を活

かした相談機能 

 

 

・ 園の情報は独自のホームページで詳しく紹介し、園長の話や園での

取り組み、園からのお知らせなどが豊富に載っています。 

・ 地域住民に対しての育児相談は月～金曜日の毎日行っています。実

際には園庭開放や交流保育、ランチ交流の中で多くの相談を受けて

います。 

・ 園からのお知らせは地区センター、コミュニティハウス、町内会な

どに配布し、散歩に行く公園でも地域の親子連れに手渡して情報提

供に努めています。 

・ 園長と育児支援センター保育士が関係機関との連絡担当者となって

います。育児支援センター保育士は区の福祉保健センターに週の 2

日は勤務しているため、西区サービス課の子ども支援担当と日常的

な連携が行われ、医療機関や地域療育センターとの連携も取れてい

ます。 
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評価領域Ⅳ 開かれた運営 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

Ⅳ－１ 保育園の地域開放・地

域コミュニティへの働きかけ 

 

・ 園への理解促進のために、運動会、収穫祭、お楽しみ会などに地域

の人を招待しています。 

・ 地域ケアプラザとは地域の親子向けの講座を共催しています。 

・ 保育の中で、地域の地区センター・地域ケアプラザ・コミュニティ

ハウスの図書室を利用したり、ログハウスへ遊びに行っています。

・ 地域ケアプラザには 3、4、5歳児がそれぞれ年 1回出かけ、高齢者

と交流をしたり、地域の親子と一緒にリズムあそびをしたりしてい

ます。 

・ 地域の小学校とは今年度は 10 回の交流を行い、子どもたち同士は名

前も覚えて、親交を深めています。また、中学生の体験学習も受け

入れています。 

・ 近隣の保育園と一緒にリズムあそびを行ったり、ドッジボールをし

て、交流を図っています。 

・ 年長クラスは、毎月 1のつく日に、隣接した公園の清掃を町内会の

人たちとともに行っています。 

・ 園の施設開放や備品等の貸し出しとしては、地域の親子にホールや

プールを開放し、文庫の貸し出しも行っています。地域の民生委員・

児童委員が子育て支援を行うときに、楽器や砂場の道具を貸し出し

たり、児童相談所に綱引きの綱を貸し出したりもしています。 

 

Ⅳ－２ サービス内容等に関

する情報提供 

 

・ 園独自のホームページなどで情報提供に努め、育児支援の利用者か

らのアンケートも参考にしながら、情報提供手段を検討しています。

・ 見学者や問合せに対して、常時対応し、パンフレット等配布して説

明しています。 

・ 見学については、見学希望者の都合に合わせるようにしていますが、

クラスの状況によっては園児と一緒に遊ぶことができ、職員体制の

よい時にはゆっくり対応できることも伝えています。 

 

Ⅳ－３ ボランティア・実習の

受け入れ 

 

・ ボランティア、実習生の受け入れマニュアルがあり、積極的にボラ

ンティア、実習生を受け入れています。 

・ 地域から、お話し会と畑のボランティアが長い間継続して参加し、

子どもたちの育ちを応援しています。 

・ 特に中高生の体験学習に向けては「体験してみよう保育園」という

小冊子を作成しています。それによって、保育園の役割、園の一日、

約束･決まり、子どもの発達と関わり方と危険、等について伝えてい

ます。同時に、守秘義務や園の方針を伝えています。 

・ 実習生の受け入れにあたり、園長か主任がオリエンテーションを行

い、実習目的に応じたプログラムについては受け入れクラスの担任

と実習生が打合せを行っています。 
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評価領域Ⅴ 人材育成・援助技術の向上 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

 

Ⅴ－１ 職員の人材育成 

 

 

 

 

・ 毎年、区と園の運営方針や年度目標を職員全員で確認した上で、園

の理念方針をふまえた保育を実施するように各人の個人目標や人材

育成の計画を策定しています。年度途中で、保育士が自分の保育を

振り返る自己評価シートを記入、年末には達成度について自己評価

し、園長が各自の計画遂行に指導・助言しながら達成度の評価を行

っています。 

・ 園内研修は、職員会議の時間や日中に実施するなど職員・非常勤職

員とも必要な職員が必ず受講できるように工夫しています。また、

各自が研修ノートを持ち、研修の成果を自ら振り返り、ステップア

ップできるようにしています。 

・ 園外の研修会として、保育運営課や区の主催研修のほか、幼保小の

年間の研修など、積極的に参加し、研修後は内容を報告し成果を職

場で活かしています。 

・ 日中の嘱託保育士とは、週 1回、園長・主任・看護師を含めてのミ

ーティングを実施しコミュニケーションをとっています。嘱託の時

間外福祉員の中からは毎年当番制でリーダーを決め、リーダーは職

員会議、ミーティングに参加し、福祉員ミーティングで情報を伝え

ています。 

 

Ⅴ－２ 職員の技術の向上 

・ 毎年行う人事考課は、園長が一方的に評価するのでなく、職員自身

が個々のスキルの問題として、園の年間目標に合わせてサービスの

工夫、改善提案をしています。さらに個人目標の一覧表を作り、職

員間で見直しや評価をしています。 

・ 個々の出した工夫や提案に対して、実現に向けて関係職員が連携し

て取り組んでいます。例えば、障がい児に対する独自の保育カリキ

ュラムや食育、資源循環活動など、担当保育士の提案を園内研修で

取り上げ一層のサービス向上を目指しています。 

・ 地域療育センターや、近隣の育児サークル、ボランティア団体など

外部から指導者を招いて、障がい児の対応やリズムあそび、畑作り

などについて指導・アドバイスを受けて保育技術の向上につなげて

います。 

 

Ⅴ－３ 職員のモチベーショ

ン維持 

 

 

 

・ 横浜市では 19 年度より、保育士の経験年数によって役割や期待水準

を明文化しています。それに伴い、研修も経験年数や目的意識を考

慮して決められるようになりました。 

・ 職員のやりがいや満足度を高めるために、園内では年 3回程度の個

別ヒアリングと、必要に応じて職員と園長の面談を行っています。

また、横浜市としても、毎年、職員満足度調査を実施し、職員の満

足度・要望などを把握しています。 
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評価領域Ⅵ 経営管理 

評価分類 評価の理由（コメント） 

 

 

Ⅵ－１ 経営における社会的

責任 

 

・ 職員は横浜市職員倫理規定と横浜市職員服務規程を遵守し、研修を受

けるほか、全国保育士会倫理綱領を読みあうなど、組織及び職員が不

正・不適切な行為を行わないよう、職員に周知しています。 

・ 横浜市として ISO14001 を取得していて、毎年全職員に研修を行って

います。省エネルギーは、目標値を決めて職員全員が「環境マネジメ

ントポケットブック」を持って取り組んでいます。また、保護者にも

使用していない保育室の消灯などには協力してもらっています。毎月

1回、24 日「西区の日」に、子どもたちに環境教育を実施し、ゴミの

分別を職員と園児で行っています。また、今年度は、調理員が生ゴミ

処理機で、園児は EM ポットで生ゴミを堆肥にする資源循環活動を行

いました。 

・ また、環境をテーマにした様々な実践を、園のホームページや園だよ

りなどで積極的に広報し、省エネルギーの促進・緑化の推進・資源リ

サイクルなどの大切さを広く知らせています。 

 

Ⅵ－２ 施設長のリーダーシ

ップ・主任の役割等 

 

 

・ 理念や基本方針、マニュアルなどを一つのファイルに綴じて全職員が

携帯し、新しい情報は主任が伝え資料は常に入れ替えています。又、

理念をきれいに装丁して、玄関に掲示しています。 

・ 重要な意思決定にあたり、園長は、保護者や職員に事前に説明し、意

見を取り入れるように努め、目的・決定（変更）理由・経過等を十分

に説明しています。 

・ 主任は、客観的な視点から保育や状況を見て、個々の職員の能力や経

験にあわせ、相手を尊重した言い方などに配慮して助言を行っていま

す。また、個々の職員が良好な状態で保育できるように、日常的な職

員の動きや体制を考えています。 

 

Ⅵ－３ 効率的な運営 

 

 

 
  

・ 事業運営に影響のある情報は、国や社会の動向に関する研修や横浜市

のビジョンや関係機関のニュースなどで、的確に掴むように努めてい

ます。 

・ 重要な情報は職員会議で話し合い、職員間で共有する仕組みができて

います。また、運営面での重要な改善課題については、職員に周知す

ると共に、職員からの意見や状況を把握して全体の取り組みとしてい

ます。 
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利用者家族アンケート 分析 

 

1、 実施期間  2007 年 11 月 1 日～11 月 15 日 
2、 実施方法   ①事業者から全園児の保護者に直接配付（手渡し） 

②各保護者より、同封の返送用封筒にて、評価機関宛に無記名で返送。 

3、 回収率   約 78.4% （88 枚配付、69 枚回収） 
4、 所属クラス 0歳児クラス…4人、1歳児クラス…10人、2歳児クラス…13人、3歳児クラス…10人、 

4歳児クラス…18人、5歳児クラス…14人 
※ただし同一家族で複数名が園に在籍の場合は、下の子どものクラスについて回答。 

 

◆設問ごとの特徴 

【問1】保育園の保育目標や保育方針を知っていますか 

68.1%の人が「知っている」と答え、「知っている」と答えた人のうち 97.9%が「賛同できる」と回答して

います。多くの保護者が、理念や方針に賛同しています。 

※「知っている」は、「良く知っている」と「まあ知っている」をあわせた数値。 

※「賛同できる」は、「賛同できる」と「まあ賛同できる」をあわせた数値。 

 

【問2】入園時の状況について 

「保育園での１日の過ごし方についての説明」には94.2%の人が満足していますが、「園の目標や方針に

ついての説明」には13%の人が不満と答えています。“入園決定から入園までの期間が短く、不安を感じ

た”“準備するものがわかりにくかった”と複数の人が回答しています。申込先が区役所のため、初めて

の入園となる保護者にとっては、直前の説明会まで詳しい情報が得られない不安があると思われます。 

なお、「見学の受け入れについて」の項目で17.4％の人がその他という回答をしていますが、これは“見

学していない”“上の子が通っていたので見学不要だった”などの意見内容です。 

※「不満」は、「不満」と「どちらかといえば不満」をあわせた数値（以下同様）。 

※「満足」は、「満足」と「どちらかといえば満足」をあわせた数値（以下同様）。 

 

【問3】年間の計画について 

「年間の保育や行事についての説明」には、82.6%の人が満足していますが、「年間の保育や行事に保護

者の要望が活かされているか」については、11.5%の人が不満と答えています。 

“行事ごとにアンケートをとり、改善・工夫が見られるので良い”と評価している声が多くありました。

また、“子どもの成長が見られるような行事をもう少し増やしてほしい”という声もありました。 

 

【問4】日常の保育内容について 

「遊び」については、すべての項目で、ほぼ90%近くと、満足度が高くなっています。“園庭が広く、公

園も近くにあり、戸外活動にも満足している”という声が多くあります。 

  「生活」については、「給食の献立」「給食を楽しんでいるか」「基本的生活習慣の自立に向けての取り

組み」については、90％以上の満足度です。一方、「午睡や休憩がお子さんの状況に応じて対応されてい

るか」や「保育中のケガに関する説明やその後の対応」については、満足度がやや低くなっています。“小

さなケガでもきめ細かな対応を”との声がありました。 
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【問5】快適さや安全対策などについて 

「施設設備」については、17.3%の人が不満と答え、「感染症の発生状況や注意事項などの情報提供」に

ついても、13%の人が不満と回答しています。 

  “夏場の蚊対策を望みます”という声が多数ありました。また、門のオートロック等の防犯システムは、

設置して間もない為か、職員の負担を心配する声が複数ありました。 

 

【問6】園と保護者との連携・交流について 

「送り迎えの際のお子さんの様子に関する説明」については21.7%の人が不満、「お子さんに関する重要

な情報の連絡体制」については、17.4%の人が不満と回答しています。また、「開所時間内であれば柔軟

に対応してくれるなど、残業などで迎えが遅くなる場合の対応」には15.9％の人が不満、「保護者からの

相談事への対応」とについては、15％の人が不満となっています。 

“登・降園時に担任の保育士と直接話せず、正確な情報が伝わらないことがあり、情報連絡についてはも

っときめ細やかにしてほしい”という声や、“子どもの様子が分かる個人別連絡ノートを幼児クラスにも

希望者だけでもいいので復活してほしい”と希望する声もありました。 

 

【問7】職員の対応について 

「お子さんが保育園生活を楽しんでいるか」「あなたのお子さんが大切にされているか」について、95％

前後とほぼ満足が得られています。一方、「意見や要望への対応」については、13％の人が不満と答えて

います。 

  自由意見欄では、おおむね満足して、感謝の言葉が多くありますが、一方で、“保育士により対応にばら

つきがある”という声が複数ありました。また、“予算・規則があるのは分かるが、臨機応変に対応して

ほしい”という声もありました。 

 

【問8】保育園を総合的に評価すると 

満足度は95.7％と、ほとんどの保護者が、園の取り組みに満足しています。 

  

【問 9】園への要望等について 

・子どもが楽しんで健やかに園生活を送れるよう、質の高い安定した保育を提供していることが伺われま

す。ただし、一人ひとりの子どもについてのきめ細やかな連絡を望む声や、職員による対応の違いに言

及する声があります。職員間の連携や引き継ぎ方法などを見直し、サービスの質の均一化を図っていく

ことが望まれます。 

・また、蚊の対策については、多くの要望がありました。網戸の設置以外にも、虫除けの薬の塗布などの

対応を望む声などがありました。園では、既に保護者からの要望を受けて一部は比較的早く対応してい

ますが、早急に善処することが望まれます。 

・他に、生活面では非常に満足していますが、卒園後の事も考え、勉強をという訳ではないけれども、合

唱や体操など少し高度なことを学ぶようなことも取り入れてほしいと言う声も少数ですがありました。 



実施期間：

回収率　： 78.4% （回収69枚／配布88枚）

【属性】

クラス別児童数 （人）

合計 ０歳児クラス １歳児クラス ２歳児クラス ３歳児クラス ４歳児クラス ５歳児クラス 無回答

69 4 10 13 10 18 14 0

※同一家族で複数名が園に在籍の場合は、下の子どものクラスで記入

2007年 11月1日～11月15日

利用者（園児）家族アンケート集計結果

クラス別児童数

０歳児クラス１歳児クラス ２歳児クラス ３歳児クラス ４歳児クラス ５歳児クラス

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■ 保育園の基本理念や基本方針について

問１：保育園の保育目標や保育方針を知っていますか
（%）

問１：
よく知って

いる
まあ知って

いる
どちらとも
言えない

あまり知ら
ない

まったく知
らない

無回答 計

あなたは、この園の保育目標・
保育方針をご存じですか

18.8 49.3 15.9 13.0 2.9 0.0 100

「よく知っている」「まあ知っている」と答えた方への付問

付問1：その保育目標や保育方針は賛同できるものだと思いますか
（%）

付問１：
賛同でき

る
まあ賛同
できる

どちらとも
言えない

あまり賛同
できない

賛同でき
ない

無回答 計

あなたは、その保育目標や保
育方針は賛同できるものだと
思いますか

70.2 27.7 2.1 0.0 0.0 0.0 100

（%は小数第1位まで表示し、合計の小数第1位を四捨五入すると100%になります。）

保育園の保育目標・保育方針を知っていますか

よく知っている
18.8%

まあ知っている
49.3%

まったく知らない
2.9%あまり知らない

13.0%
どちらとも
言えない
15.9%

よく知っている

まあ知っている

どちらとも言えない

あまり知らない

まったく知らない

無回答

保育目標や保育方針は賛同できるものだと思いますか

まあ賛同できる
27.7%

どちらとも
言えない

2.1%
賛同できる

70.2%

賛同できる

まあ賛同できる

どちらとも言えない

あまり賛同できない

賛同できない

無回答
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■ 保育園のサービス内容について

問２　入園時の状況について
（%）

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満

不満 その他 無回答 計

見学の受け入れについて 50.7 26.1 5.8 0.0 17.4 0.0 100
入園前の見学や説明など、園からの
情報提供については

44.9 39.1 4.3 2.9 5.8 2.9 100

園の目標や方針についての説明には 37.7 42.0 10.1 2.9 4.3 2.9 100
入園時の面接などで、お子さんの様
子や生育歴などを聞く対応には

39.1 43.5 5.8 2.9 8.7 0.0 100

保育園での１日の過ごし方について
の説明には

40.6 53.6 2.9 1.4 1.4 0.0 100

費用やきまりに関する説明について
は（入園後に食い違いがなかったなど
も含めて）

37.7 49.3 7.2 2.9 2.9 0.0 100

問３　年間の計画について
（%）

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満

不満 その他 無回答 計

年間の保育や行事についての説明
には

34.8 47.8 4.3 2.9 1.4 8.7 100

年間の保育や行事に、保護者の要
望が活かされているかについては

27.5 44.9 10.1 1.4 7.2 8.7 100

入園時の状況について

見学の受け入れについて

入園前の見学や説明な
ど、園からの情報提供に
ついては

園の目標や方針について
の説明には

入園時の面接などで、お
子さんの様子や生育歴な
どを聞く対応には

保育園での１日の過ごし
方についての説明には

費用やきまりに関する説
明については（入園後に
食い違いがなかったなども
含めて）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 その他 無回答

年間の計画について

年間の保育や行事に、
保護者の要望が活かされ
ているかについては

年間の保育や行事につ
いての説明には

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 その他 無回答
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